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合
併
に
関
す
る
町
民
意
識
調
査

　
 　
　

集
計
結
果

　

町
で
は
、
９
月
１
日
、
町
内
全

世
帯
（
各
行
政
区
加
入
世
帯
）
を

対
象
に
「
合
併
に
関
す
る
町
民
意

識
調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
大

変
多
く
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、　

・
２
％
の
回
収
率
と
な
り

89

ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ

き
ま
し
て
は
、
合
併
に
対
し
「
関

心
を
持
っ
て
い
る
」「
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
関
心
を
持
っ
て
い
る
」
と

回
答
さ
れ
た
か
た
が
、
全
体
の
６

割
を
超
え
、「
合
併
に
賛
成
」
と
答

え
た
か
た
は　

・
７
％
、「
ど
ち

23

ら
か
と
い
え
ば
賛
成
」
と
答
え
た

か
た
が　

・
３
％
、「
反
対
」
と
答

22

え
た
か
た
が
８
・
８
％
、「
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
反
対
」
と
答
え
た

か
た
が　

・
２
％
、
ま
た
「
ど
ち

10

ら
と
も
い
え
な
い
」
と
回
答
さ
れ

た
か
た
が　

・
７
％
と
い
う
結
果

30

に
な
り
ま
し
た
。

　

合
併
に
「
賛
成
」「
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
賛
成
」
と
回
答
さ
れ
た
か

た
の
う
ち
、
１
市
２
町
（
板
倉
町
・

明
和
町
・
館
林
市
）
で
の
合
併
と

回
答
さ
れ
た
か
た
が　

・
７
％
、

54

１
市
５
町
（
邑
楽
郡
・
館
林
市
）

が　

・
８
％
、
１
市
１
町
（
板
倉

20
町
・
館
林
市
）
が　

・
７
％
と
い

16

う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
合
併
し
た
場
合
、
町
が

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
心
配
」
な

ど
、
合
併
に
対
す
る
不
安
も
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

▼
調
査
の
目
的

　

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
、
広
く

町
民
の
意
識
、
意
向
を
把
握
し
、

合
併
の
進
め
方
や
ま
ち
づ
く
り
の

方
向
性
を
判
断
す
る
た
め
の
基
礎

資
料
と
す
る
。

▼
調
査
方
法
と
回
収
結
果

①
調
査
対
象　

平
成　

年
９
月
１

22

日
現
在
、
各
行
政
区
加
入
世
帯　

４，
５
２
５
世
帯

回
答
者
は
世
帯
に
属
す
る　

歳
以

20

上
の
か
た

②
調
査
方
法　

無
記
名
形
式
、
配

布
・
回
収
は
各
行
政
区
に
依
頼

③
調
査
期
間

自 
平
成　

年
９
月
１
日

22

至 
平
成　

年
９
月　

日

22

27

④
配
布
資
料　
「
合
併
に
関
す
る

町
民
意
識
調
査
書
」
と
と
も
に
、

参
考
資
料
と
し
て
館
林
市
邑
楽
郡

内
の
サ
ー
ビ
ス
比
較
な
ど
を
掲
載

し
た
「
市
町
村
合
併
に
関
す
る
資

料
」
を
同
封

こ
れ
か
ら
の
板
倉
町
を
背
負
っ
て
行
く
子
ど

こ
れ
か
ら
の
板
倉
町
を
背
負
っ
て
行
く
子
ど
もも

た
ち
の
た
め
に
も
、
真
剣
に
考
え
て
行
か
な

た
ち
の
た
め
に
も
、
真
剣
に
考
え
て
行
か
な
けけ

れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
選
択
。
今
、
町
民
の

れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
選
択
。
今
、
町
民
の
皆皆

さ
ん
が
ど
う
考
え
て
い
る
の
か

さ
ん
が
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
、、
９
月
に
行
わ

９
月
に
行
わ

れ
た
意
識
調
査
の
集
計
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

れ
た
意
識
調
査
の
集
計
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
のの

で
公
表
し
ま
す

で
公
表
し
ま
す
。。

※本報告書の比率はすべて

百分率（小数点以下第１位

まで）であらわし、端数処理

を行っています。ご了承く

ださい。

※表、グラフ上の「未」とは、

性別の回答がなかったもの

です。
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４，５２５枚配布枚数

４，０３７枚回収枚数

　４８８枚未回収枚数

８９．２ %回収率

Ｑ．あなたの性別について
回答者の男女比率は男性が64. 0％、女性が30. 7％と
男性がやや多い結果となりました。「無回答」とは性
別記入のなかった件数になります。

Ｑ．あなたの年齢は？
年代別では50歳代、60歳代のかたからの回答が比較的多い結果とな
りました。50歳代が28. 3％で一番高く、次いで60歳代が27. 3％、40
歳代が15. 6％、70歳以上が15. 1％、30歳代が7. 6％、20歳代が1. 5％の
順になり、年齢未記入者は185件でした。

Ｑ．あなたの職業は？
職業別では、会社員・団体職員が最も多く26. 1％。次いで無職と回答
されたかたが18. 2％、農林水産業が13. 5％と続きます。

  ４，０３７枚回収枚数

  ３，９１１枚有効回答

　  １２６枚全無回答

    ９６．９ %有効回答率

構成回答数区分
　 ６４．０ %　２，５８５男性
　 ３０．７ %　１，２４０女性
      ５．３ %　　２１２無回答
      １００ %　４，０３７計

構成比合計未記入女男区分
１．５ %６０１３１２８２０歳代
７．６ %３０７０１４２１６５３０歳代
１５．６ %６３１６２６８３５７４０歳代
２８．３ %１，１４２２３３８８０２５０歳代
２７．３ %１，１０３１２２９９７９２６０歳代
１５．１ %６０９１３１５８４３８７０歳以上
４．６ %１８５１７８４３無回答
１００ %４，０３７２１２１，２４０２，５８５計

構成比合計未記入女男区分
１３．５ %５４６９８４４５３農林水産業
１０．８ %４３７３８７３４７自営業・商工業
２．２ %８７１１２７４自由業
２６．１ %１，０５４５１４３９０６会社員・団体職員
３．１ %１２７０３０９７公務員・教員
１０．９ %４３９０３３７１０２パート・アルバイト
６．６ %２６６２２５５９家事専業
０．１ %６１１４学生
１８．２ %７３３１１２２９４９３無職
２．８ %１１２２３９７１その他
５．７ %２３０１７８２３２９無回答
１００ %４，０３７２１２１，２４０２，５８５合計

回収と回答率
１　行政区に加入している4, 525世帯に配布をお願いし、4, 037世帯から回答をいただきました。回収率は89. 2％。ご回

　答いただいた町民の皆様、配布と回収にご尽力いただいた各行政区役員の皆様には大変お世話になりました。ご協力

　に感謝します。

２　回収されたアンケートのうち、回答の記入が全くないものを全無回答とし、どれか一つでも回答の記入があったもの

　を有効回答としました。有効回答率は96. 9％でした。
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Ｑ．あなたは板倉町が他市町村と合併することについ
てどう思われますか？ (１つ選択)
「賛成」「どちらかといえば賛成」と答えたかたは46. 0％で、「ど
ちらかといえば反対」「反対」と答えた19. 0％を大きく上回りま
したが、「どちらともいえない」も30. 7％を占めています。また、
地区別で見た場合30、31、32、36区のニュータウンにおいては
「賛成」「どちらかといえば賛成」を合わせ60％を超える割合とな
りました。年代別、職業別での比較は下記を参照してください。

◆年代別でみた割合
合併の賛否を年代別でみた場合、20歳代では、「賛成」「どちら
かといえば賛成」の割合が60. 0％。続いて30歳代の51. 8％、60
歳代の51. 0％と続きます。全ての年代で「賛成」「どちらかとい
えば賛成」との意見が「反対」「どちらかといえば反対」の意見
を上回りました。
※下の表・グラフの数値の単位は％です。

◆職業別でみた割合
職業別でみた場合、「賛成」「どちらかといえば賛成」の割合が
最も多かったのが「学生」、続いて「公務員・教員」となり、
「反対」「どちらかといえば反対」の割合が比較的多かったのが、
「農林水産業」や「自由業」となりました。
※下の表・グラフの数値の単位は％です。

未記入反対どちらかと
いえば反対

どちらとも
いえない

どちらかと
いえば賛成賛成区分

０．４１２．３１４.７３２．２２１．６１８．９農林水産業
０．５８．９１２．４２８．８２２．９２６．５自営業・商工業
１．１８．０１３．８３３．３２４．１１９．５自由業
０．０８．６８．９３０．２２５．１２７．１会社員・団体職員
０．０８．７７．９２５．２２９．１２９．１公務員・教員
０．２６．６１１．２３５．５２４．８２１．６パート・アルバイト
０．４６．４７．９３３．１２２．９２９．３家事専業
０．００．００．０３３．３１６．７５０．０学生
０．８９．８９．４３４．４２０．９２４．７無職
１．８１３．４１０．７３０．４１８．８２５．０その他
６９．１３．９４．８１１．３６．１４．８未記入

無回答７０歳以上６０歳代５０歳代４０歳代３０歳代２０歳代区分
１．１２２．８２６．０２２.３２６．５２７．４３５．０賛成
１．１２０．４２５．０２２．４２４．１２４．４２５．０どちらかといえば賛成

８．１３１．２２８．８３３．７３３．４３４．９２１．７どちらともいえない

２．７１２．３１０．６１１．８８．４７．２８．３どちらかといえば反対

２．２１２．２９．２９．３７．４５．９１０．０反対
８４．９１．１０．３０．４０．２０．３０．０          未記入

構成比合計未女男区分
２３．７ %９５５９２５８６８８賛成
２２．３ %９００６２８７６０７どちらかといえば賛成
３０．７ %１，２３９２４４６４７５１どちらともいえない
１０．２ %４１２９１２６２７７どちらかといえば反対
８．８ %３５７７９８２５２反対
４．３ %１７４１５７７１０                無回答
１００ %４，０３７２１２１，２４０２，５８５合計

Ｑ．あなたは市町村合併について関心がありますか？ (１つ選択)
「関心がある」「どちらかといえば関心がある」と答えたかたは全体の
66. 2％で、「どちらかといえば関心がない」「関心がない」と答えた29. 1％
を大きく上回っています。
また、年代別で見た場合にも、どの年代でも合併に対して比較的高い関心
を持っていることがわかりました。

構成比合計未女男区分
３２．８ %１，３２５１２３５０９６３関心がある
３３．４ %１，３４７１４４７０８６３どちらかといえば関心がある
１９．９ %８０２１９２９２４９１どちらかといえば関心がない
９．２ %３７０６１１４２５０関心がない
４．８ %１９３１６１１４１８                    無回答
１００ %４，０３７２１２１，２４０２，５８５合計
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Ｑ．板倉町が合併すると仮定した場合、どのような
ことが心配ですか？ (３つまで選択)
合併に対する不安では、「2．役所が遠くなることによる、利
便性の低下」19. 8％と「6．区域拡大による地域間格差」19. 0％
と回答されたかたが、とくに多い結果となりました。また、
不安は特にないと回答されたかたは6. 2％となっています。
その他の回答では、税金や公共料金の値上がりを心配する回
答が多く寄せられました。

構成比合計未女男区分

８．２ %７５０１７２６２４７１
１．イメージアップが図られ、まち
の魅力賑わいが増す

１５．４ %１，４１４１６５４８８５０
２．他市町の公共施設が使えるな
ど、利便性が向上する

２１．６ %１，９８８２９５３９１，４２０
３．議員数・職員数が削減されること
や道路・公共施設の効率的な配置な
ど、行政機能の効率化が図られる

５．７ %５２１１０１８５３２６
４．専門職員の配置等により行政
サービスが向上する

１２．６ %１，１６１１５３７３７７３
５．財政規模が大きくなり、新たな
財源が入ることから財政基盤が強
化される

１６．６ %１，５３１２０４６６１，０４５
６．防災や医療、環境問題、観光振
興等の諸課題に、町域の枠を超え
て広域的に対応できる

９．３ %８５６１４２８５５５７
７．地域のイメージアップによる企
業誘致や定住の促進につながる

２．７ %２４４５７７１６２
８．一体的な取り組みによる広域的
なイベントの展開ができる

６．８ %６２５２１１８７４１７９．特にない
１．２ %１１０２２３８５10．その他
１００ %９，２００１４９２，９４５６，１０６合　計

Ｑ．板倉町が合併すると仮定した場合、どのようなこ
とを期待しますか？ (３つまで選択)
｢3.  議員数・職員数の削減・行政機能の効率化｣21. 6％や｢6.  防災、
医療、環境、観光等の課題への広域的対応｣16. 6％、｢2.  他市町の
公共施設の利用｣15. 4％などに対する期待が特に高い結果となり
ました。

構成比合計未女男区分

８．６%８２８１６２９３５１９
１．町の名前が変わってしまい、
地域への愛着などが低下する

１９．８%１，９０３３０６４０１，２３３
２．役所が遠くなるなど、利便
性が低下する

１４．１%１，３６０１５３８３９６２
３．行政区域の拡大によって住
民の声が反映されにくくなる

１３．９%１，３４２２５４２０８９７
４．行政区域が広くなり、きめ細
かなサービスが受けにくくなる

９．１%８７６１１２４７６１８
５．合併相手の借金などを引き
受けることで財政負担が更に
増加する

１９．０%１，８２８２３５７４1，２３１
６．中心部だけが発展するな
ど、区域拡大により地域間格
差が生じる

４．８%４６１２１５８３０１
７．住民の連帯感が薄れ、地域
社会の構成が困難になる

３．８%３６８１０１２４２３４
８．地域の文化や伝統、個性や
特徴が失われる

６．２%５９５１７１７６４０２９．不安は特にない
０．８%７３０１７５６10．その他
１００%９，６３４１４９３，０３２６，４５３　　　　　　合計
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◆年代別でみた割合
※下の表・グラフの数値の単位は％です。

◆職業別でみた割合
※下の表・グラフの数値の単位は％です。

未記入その他５町１市５町１市２町１市１町区分
２．７３．２１.８２７．１５４．３１０．９農林水産業
３．７２．８１．９２２．７５７．９１１．１自営業・商工業
５．３０．０５．３１８．４５２．６１８．４自由業
１．６２．９２．０１９．８５５．９１７．８会社員・団体職員
２．７２．７５．４２３．０５８．１８．１公務員・教員
４．４２．５１．０１４．７５５．４２２．１パート・アルバイト

０．７１．４２．２１５．８５２．５２７．３家事専業
０．００．０２５．００．０７５．００．０学生
６．０２．４１．２２４．０５０．６１５．９無職
８．２４．１０．０１８．４５３．１１６．３その他
４．００．０４．０８．０５６．０２８．０未記入

７０歳以上６０歳代５０歳代４０歳代３０歳代２０歳代区分
１７．９１５．６１５.９１６．３２０．８２２．２１市１町
４８．７５６．０５４．６５６．７５６．０５２．８１市２町
２５．１２０．８２０．４１９．８１８．２１６．７１市５町
１．５１．４３．３１．３０．６５．６５町
０．８３．２２．４３．１３．１２．８その他
６．１３．０３．５２．８１．３０．０         未記入

構成比合計未女男区分

１６．７ %３１０４１１９１８７
１市１町

（板倉町・館林市）
１.

５４．７ %１，０１４７２９７７１０
１市２町

（板倉町・明和町・館林市）
２.

２０．８ %３８５２９０２９３
１市５町

（板倉町・明和町・千代田町・邑楽町・大泉町・館林市）
３.

１．９ %３６０１１２５
５町

（板倉町・明和町・千代田町・邑楽町・大泉町）
４.

２．６ %４８１９３８　　　　　　　　　　その他の市町村５.
３．３ %６２１１９４２　　　　　　　　　　  　無回答
１００ %１，８５５１５５４５１，２９５合計

Ｑ．あなたは、板倉町がどの市町と合併するのが望ましいと
思いますか？ (１つ選択)
【合併に賛成・どちらかといえば賛成に○を付けたかたのみ回答】

｢2.  １市２町(板倉町・明和町・館林市)｣での合併希望が54. 7％と大き

な割合を占め、続いて「3.  １市５町」の20. 8％、「1.  １市１町」16. 7％

と続きます。

「その他の市町村」の回答では、大泉町を除く、１市４町での合併や太

田市を含めたさらに広域な合併、また、古河市・栃木市・加須市など、

県を越えた合併などのご意見もいただきました。
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Ｑ ．合併相手を考える際に重視した点について、あなたの考えに近いものを次の中から選んでください。(３つまで
選択可)
【合併に賛成・どちらかといえば賛成に○を付けたかたのみ回答】
「2．土地の連続性」、「3．日常生活でのつながり」、「8．将来の発展性」を重視したとの意見が多い結果となりました。

構成比合計未女男区分

１１．５%２２３１８２１４０
１．町の名前が変ってしまい、地域への愛着

などが低下する
１８．１%３５２５１０４２４３２．役所が遠くなるなど、利便性が低下する

１４．６%２８３３６８２１２
３．行政区域の拡大によって住民の声が反映

されにくくなる

１２．９%２５０４７０１７６
４．行政区域が広くなり、きめ細かなサービ

スが受けにくくなる

９．８%１９１３５９１２９
５．合併相手の借金などを引き受けることで

財政負担が更に増加する

１８．２%３５３５１０３２４５
６．中心部だけが発展するなど、地域拡大に

より地域間格差が生じる

６．９%１３４２３８９４
７．住民の連帯感が薄れ、地域社会の構成が

困難になる
４．７%９１４２８５９８．地域の文化や伝統、個性や特徴が失われる
２．１%４００６３４９．町の現状に不安はない
１．３%２６０３２３10．その他
１００%１，９４３２７５６１１，３５５　　　　　　　　　合計

Ｑ．あなたの考えに近いものを次の中から選んで
ください。(３つまで選択可)
【合併に反対・どちらかといえば反対に○を付けたかたの
み回答】
反対理由としては、やはり、「2．利便性の低下」と「6．地
域間格差」が高い回答率となりました。続いて、「3．住民
の声が反映されにくくなる」や「4．きめ細かなサービスが
受けにくくなる」の回答が多くなっております。

構成比合計未女男区分
７．４%３２７５７２２５０１．イメージがよいから

２１．９%９７６７２５０７１９
２．立地位置や河川など土地の連続性があ

るから

１９．２%８５４５３０３５４６
３．通勤・通学・買い物で行くなどの日常

生活でつながりがあるから
９．５%４２４３１５５２６６４．財政状況が良いから
５．８%２６０１９６１６３５．行政のサービス水準が高いから
３．０%１３３２２７１０４６．まちづくりの方向性が同じであるから
６．８%３０３２６７２３４７．歴史や文化でのつながりが深いから
１８．０%８０１７２２６５６８８．将来的な発展が期待できるから
７．４%３３１１８０２５０９．合併に対しての不安は特にないから
０．９%３８１８２９10．その他
１００%４，４４７３４１，２８４３，１２９　　　　　　　　　合計

　

今
回
の
町
民
意
識
調
査
の
結
果
を
見
ま
す
と
「
賛
成
」
ま
た
は
「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
賛
成
」
が
約　

％
を
占
め
、「
反
対
」
ま
た
は
「
ど

50

ち
ら
か
と
い
え
ば
反
対
」
の
約　

％
を
大
幅
に
上
回
り
、
多
く
の
町
民

20

が
合
併
を
推
進
す
る
意
向
で
あ
る
と
判
断
で
き
ま
す
。
ま
た
、
合
併
の

相
手
先
で
は
、「
１
市
２
町
（
板
倉
町
・
明
和
町
・
館
林
市
）」
が 
約　
55

％
と
最
も
多
く
、「
１
市
１
町
（
板
倉
町
・
館
林
市
）」
は
約　

％
の
結

17

果
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
、
合
併
す
る
に
は
当
然
相
手
先
が
あ
る
こ
と
で
も
あ

り
ま
す
の
で
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
館
林
市
・
明
和
町
に
お
つ

な
ぎ
し
、
今
後
両
市
町
が
ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
る
の
か
を
注
視
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

意
識
調
査
に
つ
い
て
町
長
か
ら
一
言

●合併についてのご意見及び各項目自由

記載欄の回答について

　いくつかの項目に設けられた「その他」

の解答欄では、さまざまなご意見をいた

だきました。広報紙では紙面の都合もあ

り、掲載することができませんので、板

倉町公式ホームページにて公開させてい

ただきます。

　また、アンケート中、「問13．板倉町の

現状と今後の取り組み」につきましては、

今後、板倉町の計画策定の際の貴重なご

意見とさせていただくと共に、この結果

につきましては、集計ができ次第、板倉

町公式ホームページにて公表させていた

だきます。
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福
祉
医
療
制
度
は
、
医
療
費
を

助
成
す
る
制
度
で
す
。

　

下
記
の
表
の
い
ず
れ
か
に
該
当

し
て
、
ま
だ
手
続
き
を
さ
れ
て
い

な
い
か
た
は
、
速
や
か
に
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
転
入
さ
れ
た
か
た
は
、
前
住
所

地
の
課
税
証
明
書
を
必
ず
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

○
群
馬
県
内
の
他
市
町
村
か
ら
転

入
さ
れ
た
か
た
で
、
前
住
所
地
で

福
祉
医
療
費
受
給
資
格
を
持
っ
て

い
た
か
た
は
、『
福
祉
医
療
費
受

給
資
格
者
交
付
状
況
証
明
書
』
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。（
前
住
所
地

の
役
所
・
役
場
で
発
行
さ
れ
ま
す
。）

○
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
か
た

は
該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。

注
意
①

　

学
校
管
理
下
で
の
け
が
は
ス

ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の
災
害
共

済
給
付
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

授
業
中
に
限
ら
ず
、
部
活
動
中

や
修
学
旅
行
先
、
登
下
校
中
の
け

が
も
対
象
に
な
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
場
合
は
、
学
校
の
先
生
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

注
意
②

　

軽
い
症
状
で
も
休
日
や
夜
間
に

病
院
の
救
急
外
来
を
受
診
す
る
人

が
増
え
て
い
ま
す
。
時
間
外
は
病

院
の
医
師
や
ス
タ
ッ
フ
が
少
な

く
、
軽
症
の
人
が
多
く
受
診
す
る

こ
と
で
重
症
患
者
の
治
療
に
影
響

が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。　
　

　

医
師
な
ど
の
負
担
が
増
え
、
地

域
の
救
急
医
療
体
制
が
維
持
で
き

な
く
な
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
身

近
な
地
域
医
療
を
守
る
た
め
、
医

療
機
関
の
適
正
利
用
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

問
合
せ　

保
険
医
療
係

�
内
線
３
２
６

ＴＯＷＮ ＮＥＷＳ
該
当
す
る
場
合
に
は
早
め
の
手
続
き
を

町の話題・情報をお届けします　�82- 1111　�82- 1300　�k- j ouhou@t own. i t akur a. gunma. j p

手続きに必要なもの資格要件種類

保険証・印鑑
中学生以下の児童

（平成６年４月２日以降に出生したかた）
子ども

証書・保険証・印鑑特別児童扶養手当１級

重度心身障害者（児）
年金証書・保険証・印鑑

障害者基礎年金１級
（障害厚生年金の１級でも認められます）

身体障害者手帳・保険証・印鑑身体障害者手帳１級及び２級

療育手帳・保険証・印鑑療育手帳判定Ａ

保険証・印鑑・板倉町に
本籍のないかたは戸籍謄本

18歳未満の児童を扶養している母子・父子
家庭及び18歳未満で父母のいない児童

母子・父子家庭など

福
祉
医
療
費
支
給

閲
覧
状
況
を

　
　

公
表
し
ま
す

　

〜
住
民
基
本
台
帳
閲
覧
状
況
〜

　

住
民
基
本
台
帳
法
の
規
定
に

よ
り
、
毎
年
少
な
く
と
も
１
回
、

住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写
し

の
閲
覧
の
状
況
に
つ
い
て
、
定

め
ら
れ
た
事
項
に
つ
い
て
公
表

し
ま
す
。

○
閲
覧
日　

平
成　

年
7
月　

日

22

21

申
請
者　

群
馬
県
環
境
政
策
課

環
境
企
画
係

申
請
事
由　

群
馬
県
環
境
基
本

計
画
の
見
直
し
に
伴
う
県
民
意

識
調
査

住
民
の
範
囲　

町
内
全
域
の　
20

歳
以
上
の
男
女　

件
10

○
閲
覧
日　

平
成　

年
9
月　

日

22

14

申
請
者　

㈱
日
本
リ
サ
ー
チ
セ

ン
タ
ー   
代
表
取
締
役
社
長　

鈴
木
稲
博

申
請
事
由　

生
活
意
識
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

住
民
の
範
囲　

大
字
板
倉
・
岩
田

の　

歳
以
上
の
男
女　

件

20

15

○
閲
覧
日　

平
成　

年　

月　

日

22

10

21

申
請
者　

㈱
ジ
ャ
パ
ン
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
総
合
研
究
所

代
表　

藤
原
壮
督

申
請
事
由　

人
権
問
題
に
関
す

る
県
民
意
識
調
査

住
民
の
範
囲　

町
内
全
域
の
満

　

歳
以
上
の
男
女　

件

20

24

問
合
せ　

戸
籍
年
金
係

�
内
線
２
３
２
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お
使
い
の
浄
化
槽
の
管
理
は
大
丈
夫
で
す
か
？

　

家
庭
な
ど
で
使
用
し
て
い
る
浄

化
槽
は
、
定
期
的
な
維
持
管
理
と

検
査
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て

お
り
、
不
十
分
な
管
理
は
公
共
の

水
質
の
悪
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
ち
の
き
れ
い
な
水
環
境
を
守

る
た
め
、
浄
化
槽
を
使
用
・
所
有

さ
れ
て
い
る
皆
様
に
は
適
切
な
維

持
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
検
査
・
管
理

○
保
守
点
検　

運
転
状
況
の
点
検

や
装
置
の
調
整
な
ど
（
群
馬
県
に

登
録
さ
れ
た
保
守
点
検
業
者
と
契

約
す
る
な
ど
し
て
実
施
）

○
清
掃　

汚
泥
の
引
き
抜
き
や
装

置
の
洗
浄
な
ど
（
町
の
許
可
を
受

け
た
清
掃
業
者
に
依
頼
す
る
な
ど

し
て
実
施
）

○
法
定
検
査　

浄
化
槽
処
理
水
の

水
質
検
査　
（
設
置
時
と
毎
年
１

回
、�
群
馬
県
環
境
検
査
事
業
団
な

ど
に
依
頼
し
て
実
施
）

※
浄
化
槽
の
管
理
が
不
十
分
な
場

合
、
群
馬
県
東
部
環
境
事
務
所
や

�
群
馬
県
環
境
検
査
事
業
団
か
ら

の
お
知
ら
せ
通
知
な
ど
に
よ
り
適

正
な
維
持
管
理
な
ど
を
お
願
い
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
ま
た
、
浄
化
槽
の
管
理
が
不
十

分
で
生
活
環
境
上
の
問
題
が
生
じ

た
と
き
は
、
浄
化
槽
の
管
理
者
に

対
し
法
令
上
の
罰
則
が
適
用
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

【
浄
化
槽
管
理
の
全
般
に
つ
い
て
】

群
馬
県
東
部
環
境
事
務
所
廃
棄

物
係

�
　

－

２
５
１
７

31

【
浄
化
槽
の
法
定
検
査
に
つ
い
て
】

�
群
馬
県
環
境
検
査
事
業
団

�
０
２
７－

２
３
７－

５
１
１
１ 

上
下
水
道
係
（
役
場
内
）

�
内
線
４
１
４

浄
化
槽
管
理

　

平
成　

年
４
月
に
板
倉
町
児

23

童
館
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
（
旧
西

保
育
園
）。
そ
れ
に
伴
い
、
児
童

館
内
図
書
室
の
本
を
大
募
集
し
ま

す
。
絵
本
や
児
童
図
書
な
ど
、
読

ま
な
く
な
っ
た
も
の
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
寄
贈
し
て
く
だ
さ
い
。

※
傷
み
の
激
し
い
も
の
は
、
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

持
込
先
・
問
合
せ　

福
祉
係

�
内
線
３
１
１

眠
っ
て
い
る
本

あ
り
ま
せ
ん
か

問合せ 行政安全係問合せ　行政安全係　��内線内線１２２１２２

冬の県民交通安全運動実冬の県民交通安全運動実施施
12月１12月１日日（水（水））～～1010日日（金）（金）

　「工業統計調査」が12月31日現在を基準として全国一

斉に実施されます。この調査は、製造業を営む事業所

を対象に、１年間の生産活動に伴う製造品の出荷額、原

材料使用額などを調査し、製造業の実態を明らかにす

ることを目的としています。

　調査結果は、国や地方公共団体の行政施策の重要な

基礎資料として使われるほか、企業、大学などでの研究

資料、小・中・高等学校の教材など、広く利用されてい

ます。

　調査方法は、知事から事務を委託された調査員が事

業所を直接訪問して調査票の記入をお願いし、記入し

た調査票を回収する調査員調査です。

　皆様から提出していただく調査票については、統計

法に基づき調査内容の秘密は厳守され、統計作成の目

的以外には一切使用されませんので、正確なご記入を

お願いいたします。

　なお、記入などで不明な点がありましたら、役場総務

課情報広報係または県庁企画部統計課経済産業係（�

（直通）０２７－２２６－２４１０）までお問い合わせく

ださい。

問合せ　情報広報係　 �内線１５２

平成22年工業統計調査
ご協力をお願いします！
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今月も町の話題が盛りだくさん！

　　備えあれば憂いなし

     文化の祭典

　11月７日（日）、中央公園グラウンドで「館林

地区消防組合消防隊秋季点検」が行われまし

た。これは火災の起こりやすい冬を前に、器

具、装備、服装などを公開点検するもので

す。館林邑楽の市や町から集まった消防署

員や消防団員は、訓練されたきびきびとした

動きで、服装や装備のほかにも、ポンプ操法

やＡＥＤでの救命などの確認や点検を行い

ました。

　10月30日（土）、31日（日）の両日、中央公民館

で第31回町民文化祭が開催されました。各

階のロビーや会議室などでは、陶芸や絵画、

手作りの洋服、レザークラフト、鎌倉彫、ち

ぎり絵、書道、種子工芸、絵手紙などたくさ

んの心のこもった作品が展示されました。

　文化祭２日目の大ホールでは板倉町民俗

研究会の 高  瀬  泉 さんが文化協会表彰を受賞
たか せ いずみ

された後、小中学生の絵画、読書感想文の入

賞者に賞状が渡されました。中でも読書感

想文の優秀者による感想文の発表では、堂々

とした姿に会場内にいたすべての人が熱心

に耳を傾けました。

　そのほかにもステージ上では日ごろの練

習の成果を発揮して、さまざまなジャンルの

発表が行われました。

　また、31日は館外の駐車場で商工祭も同時

開催され、築地から直送された旬のサンマ

１，０００尾が来場したお客さんに無料で配

られたり、お楽しみ抽選会が行われるなど、

大変盛り上がった２日間となりました。

広報いたくら　Ｈ22．12．１(11)

掲載された写真は希望者にプレゼント！　　情報広報係　�８２－１１１１(内線１５１)　�k- j ouhou@t own. i t akur a. gunma. j p

　　体験から学ぶ

　　新たなる平和の誓い

　　空から見るふるさと

　　トリック オア トリート！

　10月29日（金）、町内小学生を対象としたヘ

リコプターの体験搭乗が行われました。自

分たちの住む町を空から眺め、利根川や渡良

瀬川、渡良瀬遊水地のハート池などのすばら

しさを再発見しました。また、それぞれの小

学校では、生徒たちが人文字をつくってヘリ

コプターを迎えました。

　11月18日（木）、中央公民館で「板倉町戦没者

追悼式」が執り行われました。会場へは約80

名の遺族が集まりました。遺族会代表の

 石山  甚一郎 さんは「平和の社会をつくるべ
いしやま じんいちろう

く、平和への誓いを新たにして私たちは先人

の志を受け継いでいかなければならない」と

追悼の辞を述べました。

　11月３日（祝）、ニュータウン内で第７回の

ハロウィーンパレードが行われました。魔

女やモンスターなどかわいく仮装した約

１６０名の子どもたちが10グループに分か

れて、風船のある家を訪れました。東小１年

の 佐  山  心  都 さんは「お菓子がもらえてとても
さ やま み と

うれしい」と話してくれました。

　10月21日（木）、町内外の30か所以上の会社

や施設などの協力を得て、中学２年生の体験

学習が行われました。北保育園で体験学習

を行った 芹沢  真  衣 さんは「子どもが好きなの
せりざわ ま い

で、将来は保育士になりたいです」と夢を

語ってくれました。子どもたちも大変よく

なついて楽しそうにしていました。
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子
ど
も
が
北
小
学
校
に
通
学
し

て
い
ま
す
。
二
本
木
付
近
は
、
西

谷
田
郵
便
局
の
方
面
か
ら
坂
道
の

う
え
カ
ー
ブ
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
た
車
が
来

た
り
す
る
と
危
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
考
え
、

手
押
し
式
の
信
号
機
の
設
置
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
希
望
）

　

信
号
機
の
設
置
は
群
馬
県
公
安

委
員
会
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
群

馬
県
公
安
委
員
会
の
窓
口
で
あ
る

館
林
警
察
署
交
通
課
に
相
談
を
し

し
て
み
ま
し
た
。
警
察
署
で
現
地

を
確
認
し
、
検
討
し
た
結
果
、
次

の
様
な
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
信
号
機
の
設
置
は
安
全
の
確

　

自
分
が
学
ん
だ
こ
と
を

　

大
学
卒
業
後
２
年
間
、
日
本
貿

易
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
）
に

就
職
し
、
海
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
市

場
を
紹
介
し
た
本
を
出
版
す
る
仕

事
を
し
て
い
た
川
田
さ
ん
。
次
第

に
読
者
の
反
応
を
聴
き
た
い
、
自

分
で
や
っ
た
事
に
対
し
て
責
任
を

持
っ
た
対
応
が
で
き
る
よ
う
な
仕

事
を
し
た
い
、
自
分
が
学
ん
で
き

た
こ
と
を
直
接
人
に
伝
え
た
い
、

と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
そ

う
で
す
。
そ
し
て
、
社
会
に
出
て

初
め
て
教
員
に
な
り
た
い
と
強
く

思
い
、
高
校
の
英
語
教
師
に
な
っ

た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

心
に
残
し
て
く
れ
る
も
の

　

新
任
当
時
は
、
生
徒
の
授
業
態

度
や
授
業
づ
く
り
で
悩
ん
だ
こ
と

も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、

川田 尚子さん

いいいいいいいいいいろろろろろろろろろろいいいいいいいいいいろろろろろろろろろろなななななななななな考考考考考考考考考考ええええええええええ方方方方方方方方方方、、、、、、、、、、見見見見見見見見見見方方方方方方方方方方をををををををををを大大大大大大大大大大切切切切切切切切切切いろいろな考え方、見方を大切ににににににににににに

将将将将将将将将将将来来来来来来来来来来をををををををををを創創創創創創創創創創りりりりりりりりりり動動動動動動動動動動かかかかかかかかかかすすすすすすすすすす人人人人人人人人人人材材材材材材材材材材をををををををををを育育育育育育育育育育てててててててててて将来を創り動かす人材を育てるるるるるるるるるるる

信
号
機
以
外
で

安
全
対
策
を
協
議

二
本
木
付
近
に

信
号
機
の
設
置
を

　

か
わ
だ
・
ひ
さ
こ　

下
五
箇
在
住
／
埼
玉
県

東
部
に
位
置
す
る
県
立
宮
代
高
等
学
校
の
校
長

と
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
良
さ
を
伸
ば
す
を

モ
ッ
ト
ー
に
学
力
向
上
に
重
点
を
置
い
た
教
育

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

(13) 広報いたくら　Ｈ22．12．１ �楽しい情報や話題などお気軽にお寄せください。
�82- 1111　�82- 1300　�k- j ouhou@t own. i t akur a. gunma. j p

保
と
い
う
点
で
は
有
効
で
す
。
し

か
し
、
信
号
機
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
現
場
の
交
通
量
も
勘
案
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
回
要
望

が
あ
り
ま
し
た
現
場
の
状
況
を
確

認
し
、
道
路
交
通
の
安
全
と
交
通

量
を
勘
案
し
た
と
こ
ろ
、
現
状
で

は
信
号
機
の
設
置
は
難
し
い
」
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

現
場
交
差
点
付
近
県
道
に
は

「
ス
ピ
ー
ド
落
と
せ
」
や
「
ス
ク
ー

ル
ゾ
ー
ン
」
の
路
面
標
示
や
安
全

を
促
す
看
板
な
ど
、
既
に
い
く
つ

か
の
安
全
対
策
が
と
ら
れ
て
お
り

ま
す
が
、
信
号
機
以
外
で
ど
の
よ

う
な
安
全
対
策
が
と
れ
る
の
か
を

道
路
管
理
者
（
県
道
）
で
あ
る
館

林
土
木
事
務
所
と
協
議
を
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
子
ど
も
た
ち
が
交
通
事

故
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、
各

家
庭
で
も
家
族
で
話
し
合
う
な
ど

交
通
安
全
に
取
り
組
ま
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

行
政
安
全
係

�
内
線
１
２
１

卒
業
時
「
先
生
は
一
生
懸
命
い
ろ

い
ろ
英
語
で
話
を
し
て
く
れ
た
。

自
分
た
ち
は
真
剣
に
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ず
、
申
し
訳
な
か
っ

た
」
と
の
生
徒
た
ち
の
言
葉
が
教

員
を
続
け
て
い
く
気
持
ち
を
強
く

し
て
く
れ
た
と
振
り
返
り
ま
す
。

　
「
教
職
は
、
一
生
懸
命
や
っ
て

い
け
ば
、
誰
か
が
心
に
残
し
て
く

れ
る
も
の
。
生
徒
た
ち
が
、
先
生

は
あ
の
時
あ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て

い
た
と
、
人
生
の
い
ろ
い
ろ
な
場

面
で
思
い
出
し
て
く
れ
た
ら
そ
れ

で
い
い
と
思
う
」
と
川
田
さ
ん
は

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

違
う
考
え
方
・
別
の
見
方

　

大
学
で
パ
キ
ス
タ
ン
や
イ
ラ
ン

の
言
語
を
学
ん
だ
こ
と
で
、
英
語

や
日
本
語
で
し
か
わ
か
ら
な
か
っ

た
世
界
の
歴
史
や
ニ
ュ
ー
ス
を
別

の
視
点
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
物
事
の
考
え
方
に

幅
が
で
き
た
そ
う
で
す
。
社
会
で

学
ん
だ
こ
と
で
視
野
も
広
が
り
、

教
員
に
な
っ
た
後
も
と
て
も
役
に

立
っ
た
と
話
し
ま
す
。「
違
う
考

え
方
、
別
の
見
方
が
あ
る
。
何
か

や
っ
て
い
く
こ
と
に
無
駄
な
こ
と

は
な
い
」、
学
力
だ
け
で
な
く
、
部

活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

の
場
面
で
そ
れ
ぞ
れ
生
徒
た
ち
の

良
さ
を
知
り
、
評
価
し
よ
う
と
川

田
さ
ん
は
考
え
て
い
ま
す
。

　

創
立　

年
の 
宮  
代 
高
校
は
、
生

み
や 
し
ろ

29

徒
数
６
３
４
名（
３
学
年　

学
級
）

18

の
男
女
共
学
校
で
、
生
徒
会
活
動

や
部
活
動
も
盛
ん
で
す
。
中
で
も

陸
上
部
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
、
放

送
部
は
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
や
国
体

な
ど
で
好
成
績
を
上
げ
て
い
ま
す
。

校
長
に
な
り
直
接
生
徒
た
ち
と
触

れ
合
う
機
会
は
少
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
先
生
が
た
を
通
し
て
自
分

の
思
い
、
考
え
方
を
生
徒
た
ち
に

伝
え
た
い
と
日
々
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
「
教
職
は
、
将
来
の
日
本
を
創

り
動
か
し
て
い
く
人
を
育
て
る
大

事
な
仕
事
。
世
界
に
は
い
ろ
い
ろ

な
物
の
見
方
、
考
え
方
が
あ
る
こ

と
に
気
づ
く
き
っ
か
け
作
り
も
し

て
い
き
た
い
」と
話
す
川
田
さ
ん
。

更
な
る
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

■レポーター

広報編集委員

中島初枝

生
物
の
つ
く
る
化
学
物
質
の
役
割
を
解
明

 
清  
水   
文  
一  
准
教
授

し 
み
ず 
ぶ
ん 
い
ち

東
洋
大
学　

生
命
科
学
部

　
　
　
　
　
　
　

生
命
科
学
科

生物が生き残るための進化
　昨年度から東洋大学で、主に植物の 生  合  成 

せい ごう せい

（植物や人や虫などの生物が、体の中でいろい
ろな化合物を作ること）について研究をしてい
る清水准教授。大学在学時、蝶が卵を産む植物
を『香り』で判別していることに興味を持ち、
植物の生合成からできる化学物質について研究
するようになりました。
　『香り』は化学物質の機能の一つであり、植物
が『香り』を出す事は自分の身を守り、病気を
追い出す作用があると考えられてます。現在、
研究をしている化学物質『クマリン』（桜の甘い
香りの成分）も、かびを追い出すための抗菌性
物質であり、化学物質は自然界の生物が生き残
るため、必要な進化の過程からつくりだされた
ものと言えます。

生物多様性を研究、利用
　「病原菌などの微生物と植物、人間と植物と
いった種類の違う生物間で、それぞれが自分の
身体の中で有利に働く化学物質を作り出す意味
や、その機能を追及していきたい」と話す清水
准教授。植物が生き残るために、どのように自
分に有利な化学物質を作っていったのか、どの
ように人間に有利であるか、興味は尽きません。
　生合成を研究する事によって、将来は病気に
強い植物、香りの良い植物、苦みの少ない野菜
や果物などを作ることに発展していく可能性が
あるそうです。生物多様性の研究に夢が広がり
ます。
■レポーター　広報編集委員　高木朝子

■主な研究テーマ
・クマリン化合物生合成経路の解明
・二次代謝産物の生理機能の解明
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◆
申
込
先
・
受
付

　

月
１
日　

〜
※
各
公
民
館
及
び

12

(水)

海
洋
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
月
曜
日
・
祝

日
は
休
館
日
、
月
曜
祝
日
の
場
合

は
火
曜
も
休
館
）

　

東
部
公
民
館

◆
名
人
に
学
ぶ
そ
ば
教
室

日
時　
　

月　

日　

12

15

(水)

　
　
　

午
後
２
時　

分
30

内
容　

そ
ば
打
ち
の
実
技
講
習

講
師　
 
南  
雲  
和  
子 
さ
ん

な 
ぐ
も 
か
ず 
こ

対
象　

そ
ば
打
ち
の
技
を
向
上
さ

せ
た
い
か
た
で
一
般
成
人
６
名

材
料
費　

実
費
負
担

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・

持
ち
帰
り
用
大
き
め
な
空
き
箱

◆
お
正
月
用
ア
レ
ン
ジ
教
室

日
時　
　

月　

日　
　
　

12

28

(火)

　
　
　

午
後
１
時　

分
30

内
容　

生
花
を
ア
レ
ン
ジ
お
正
月

飾
り
制
作

講
師　
 
小  
久  
貫 
き
よ 
江 
さ
ん

お 

く 
ぬ
き 

え

対
象　

一
般
成
人　

名
10

材
料
費　

実
費
負
担

持
参
品　

花
切
り
は
さ
み

　

南
部
公
民
館

◆
季
節
飾
り
の
教
室

日
時　
　

月　

日　

12

21

(火)

　
　
　

午
前
９
時　

分
30

内
容　

蓮
の
実
を
使
っ
た
来
年
の

干
支
（
う
さ
ぎ
）
飾
り

講
師　
 
小  
峰  
八  
重  
子 
さ
ん

こ 
み
ね 
や 

え 

こ

対
象　

一
般
成
人　

名
12

費
用　

５
０
０
円

持
参
品　

ピ
ン
セ
ッ
ト
及
び
裁
縫

道
具

◆
キ
ム
チ
作
り
教
室

日
時　

１
月　

日　
　

午
後
１
時

16

(日)

内
容　

無
添
加
キ
ム
チ
作
り

講
師　
 
小  
林  
紀  
美  
子 
さ
ん

こ 
ば
や
し 
き 

み 

こ

対
象　

一
般
成
人　

名
20

費
用　

材
料
費
実
費
負
担

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん

　

北
部
公
民
館

◆
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
体
操

期
日　

１
月　

日　

〜 
２
月　

13

(木)

24

日　

の
毎
週
木
曜
日
（
全
７
回
）

(木)
時
間　

午
前　

時
10

内
容　

中
高
年
向
き
シ
ェ
イ
プ

ア
ッ
プ

講
師　
 
宇  
賀  
神  
博  
子 
さ
ん

う 

が 
じ
ん 
ひ
ろ 
こ

対
象　

一
般
成
人　

名
20

持
参
品　

マ
ッ
ト
・
飲
み
物

◆
た
ん
ぽ
ぽ
お
は
な
し
会

日
時　
　

月　

日　

12

11

(土)

　
　
　

午
前　

時　

分

10

30

内
容　

読
み
聞
か
せ
と
工
作

場
所　

中
央
公
民
館
和
室

◆
さ
く
ら
が
お
か
お
は
な
し
会

日
時　
　

月　

日　

12

18

(土)

　
　
　

午
前　

時　

分

10

30

内
容　

ク
リ
ス
マ
ス
会

場
所　

北
部
公
民
館
和
室

◆
フ
ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト

日
時　
　

月　

日　

12

18

(土)

　
　
　

午
前　

時
10

内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
工
作

場
所　

東
部
公
民
館
講
堂

中央公民館　  �82- 2435 �82- 2436

東部公民館     �82- 1241 �80- 4047

南部公民館     �82- 1424 �82- 1943

北部公民館     �77- 1855 �77- 1854

海洋センター      �82- 0858 �82- 0899

わたらせ自然館       �82- 1935 �82- 0664

◆小学校卒業記念体験搭乗

SSSSSTTTTTEEEEEPPPPP!!!!!STEP!         
教教教教教育育育育育委委委委委員員員員員教育委員会会会会会会

 Li f e s t udy

あなたに役立つ
生涯学習のページ

The s t ep Boar d of  Educat i on

公
民
館

　

受
講
生
募
集

公
民
館

　

お
話
し
会
を
開
催

◆
ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
展

　
「
Ｍ
ｅ
ｒ
ｒ
ｙ　

Ｘ
ｍ
ａ
ｓ
」

日
時　
　

月
９
日　

〜　

日　

12

(木)

19

(日)

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で

出
展　

ポ
ッ
プ
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
ス

入
館
料　

無
料

◆
冬
休
み
子
ど
も
企
画

　
「
し
ぜ
ん
か
ん
ク
イ
ズ
」

日
時　
　

月　

日　

〜
平
成　

12

18

(土)

23

年
１
月
７
日　
　

午
前
９
時
〜

(金)

午
後
４
時　

分
30

※
館
内
の
展
示
物
な
ど
を
見
れ

ば
答
え
が
わ
か
る
簡
単
な
問
題

で
す
。な
お
、全
問
正
解
者
に
は

粗
品
を
贈
呈
。（
大
人
も
参
加
可
）

イ
ベ
ン
ト
情
報

広報いたくら　Ｈ22．12．１(15)

　

Ｂ
＆
Ｇ
「
体

験
ク
ル
ー
ズ
」

は
、
世
界
自
然

遺
産
の
候
補
地

で
「
東
洋
の
ガ

ラ
パ
ゴ
ス
」
と

呼
ば
れ
る
小
笠

原
へ
の
体
験
航

海
と
現
地
で
の

自
然
体
験
活
動

を
行
い
ま
す
。

普
段
は
体
験
で
き
な
い
海
や
自
然

と
の
ふ
れ
あ
い
、
大
型
客
船
「
ふ

じ
丸
」
上
で
の
団
体
生
活
で
は
思

い
や
り
と
友
情
を
は
ぐ
く
み
、
子

ど
も
た
ち
は
た
く
ま
し
く
な
っ
て

帰
っ
て
き
ま
す
。

期
間　

平
成　

年
３
月　

日　

〜

23

26

(土)

　

日　
　

５
泊
６
日

31

(木)

場
所　

東
京
都
小
笠
原
村

内
容　

海
洋
研
修
、
マ
リ
ン
ス

ポ
ー
ツ
体
験
な
ど

対
象　

町
内
在
住
の
小
学
４
年
生

〜
中
学
３
年
生
の
男
女

募
集
人
数　

若
干
名

参
加
費　

８
０，
０
０
０
円

申
込
方
法　
　

月　

日　

ま
で
に

12

22

(水)

海
洋
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
所
定
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

第　

回
群
響
館
林
第
九
演
奏
会

25

を
開
催
し
ま
す
。
多
く
の
皆
様
に

壮
大
な
生
演
奏
を
お
届
け
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　
　

月　

日　

12

11

(土)

　
　
　

午
後
６
時
開
場

　
　
　

午
後
６
時　

分
開
演

30

会
場　

館
林
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

指
揮
者　
 
円  
光  
寺  
雅  
彦 

え
ん 
こ
う 
じ 
ま
さ 
ひ
こ

ソ
プ
ラ
ノ　
 
安  
井  
陽  
子 

や
す 
い 
よ
う 
こ

メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ　
 
手  
嶋  
眞  
佐  
子 

て 
し
ま 
ま 

さ 

こ

テ
ノ
ー
ル　
 
鈴  
木   
准 

す
ず 
き 

じ
ゅ
ん

バ
リ
ト
ン　
 
多  
田  
羅  
迪  
夫 

た 

た 

ら 
み
ち 
お

管
弦
楽　

群
馬
交
響
楽
団

合
唱　

館
林
第
九
合
唱
団

曲
目　

フ
ォ
ー
レ
作
曲
「
ラ
シ
ー

ヌ
讃
歌 
作
品　

」
／
ベ
ー
ト
ー

11

ヴ
ェ
ン
作
曲「
交
響
曲 
第
９
番 
ニ

短
調 
作
品
１
２
５
（
合
唱
付
）」

主
催　
�
群
馬
交
響
楽
団
／
館
林

第
九
合
唱
団

後
援　

板
倉
町
教
育
委
員
会
／
館

林
市
／
館
林
市
教
育
委
員
会
／
館

林
市
文
化
協
会
ほ
か

チ
ケ
ッ
ト
代
金　

３，
０
０
０
円

（
全
席
自
由
）

※
チ
ケ
ッ
ト
の
お
買
い
求
め
は
、

中
央
公
民
館
ま
で

問
合
せ　

群
馬
交
響
楽
団
事
務
局

�
０
２
７－

３
２
２－

４
３
１
６

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成　

年
度

23

第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
の
放
送
を
通
し
て
学
ぶ
遠
隔
教

育
の
大
学
で
す
。
心
理
学
、
福

祉
、
経
済
、
歴
史
、
文
学
、
自
然

科
学
な
ど
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま

す
。
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を

卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た

い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅

広
い
世
代
、
職
業
の
か
た
が
気
軽

に
学
ん
で
い
ま
す
。

出
願
期
間　

平
成　

年
２
月　

日

23

28

　

ま
で

(月)※
資
料
は
無
料
で
す
。
出
願
は
、

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

資
料
請
求
・
問
合
せ

放
送
大
学
群
馬
学
習
セ
ン
タ
ー

�
０
２
７－

２
３
０－

１
０
８
５

壮
大
な
音
楽
を
！

　

群
響
館
林
第
九
演
奏
会

海
洋
セ
ン
タ
ー

　

Ｂ
＆
Ｇ
体
験
ク
ル
ー
ズ

　

町
で
は
、
新
成
人
の
か
た
が

た
を
対
象
に
、　

歳
の
門
出
を

20

祝
し
て「
平
成　

年
度
板
倉
町
成

22

人
式
」
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、

立
志
式
に
自
分
の
将
来
の
夢
な

ど
を
は
が
き
に
書
き
封
入
し
た
、

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
開
封
式
も

実
施
し
ま
す
。
新
成
人
者
だ
け

で
な
く
一
般
の
か
た
の
来
場
も

で
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
催
日　

平
成　

年
１
月
９
日　

23

(日)

受
付　

午
前
９
時　

分
30

式
典
開
始　

午
前　

時
10

会
場　

東
洋
大
学
板
倉
キ
ャ
ン

パ
ス

対
象　

平
成
２
年
４
月
２
日
〜

平
成
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

本
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る

か
た
及
び
本
町
出
身
の
か
た
。

※
対
象
者
の
か
た
に
は
、　

月
12

上
旬
こ
ろ
ハ
ガ
キ
に
て
、
ご
案

内
し
ま
す
。

内
容

　

第
１
部 
記
念
式
典

　

第
２
部 
記
念
撮
影

　

第
３
部 
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

※
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
は
成
人
代

表
者
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会

の
主
催
で
開
催
さ
れ
、
会
費
制

と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
係

�
内
線
６
２
１

　

歳
の
門
出
を
祝
し
て

20

〜
平
成　

年
度
板
倉
町
成
人
式
〜

22

放
送
大
学

　

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ
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○
障
害
者
控
除
認
定
書

　

要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
か

た
で
申
請
に
よ
り
障
害
者
に
準
じ

る
と
認
定
さ
れ
た
場
合
は
、
障
害

者
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

該
当
者　

・　

月　

日
現
在
で
介
護
保
険
要

12

31

　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
か
た

・
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
な
い

　

か
た

○
医
療
費
控
除
確
認
書

　

寝
た
き
り
の
状
態
で
、
治
療
上

お
む
つ
の
使
用
が
必
要
な
か
た
に

つ
い
て
は
、
お
む
つ
代
が
医
療
費

控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

該
当
者　

・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
か
た

・
前
年
度
の
申
告
で
お
む
つ
代
の

　

医
療
費
控
除
を
受
け
た
か
た

持
参
す
る
も
の　

介
護
保
険
被
保
険
者
証
及
び
印
鑑

申
請
期
限　
　

月　

日　

12

24

(金)

申
請
先
・
問
合
せ

介
護
高
齢
係

�
内
線
３
２
１

　
　

月　

日
〜　

日
は
、「
北
朝

12

10

16

鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
」
で

す
。
拉
致
問
題
の
解
決
を
は
じ
め

と
す
る
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権

侵
害
問
題
へ
の
対
処
は
、
国
際
社

会
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に

皆
さ
ん
も
こ
の
問
題
へ
の
理
解
と

関
心
を
深
め
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

戸
籍
年
金
係

�
内
線
２
３
２

邑
楽
館
林
農
協

【
ご
み
収
集
】

◎
生
・
可
燃
ご
み

▼　

月　

日　

・
１
月
３
日　

12

30

(木)

(月)

　

１
〜　

区
、　

区
〜　

区

16

30

36

▼　

月　

日　

・
１
月
４
日　

12

31

(金)

(火)

　
　

〜　

区

17

29

◎
び
ん
・
か
ん
・
危
険
物

▼　

月　

日　

・
１
月
５
日　

12

15

(水)

(水)

　

１
〜　

区
、　

区
〜　

区

16

30

36

▼　

月　

日　

・
１
月　

日　

12

22

(水)

12

(水)

　
　

〜　

区

17

29

※
ご
み
の
減
量
化
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
し
尿
処
理
】

　

し
尿
処
理
を
し
て
い
る
館
林
衛

生
施
設
組
合
で
は
、
年
末
年
始

（　

月　

日　

〜
平
成　

年
１
月

12

29

(水)

23

３
日　

）
の
間
受
け
入
れ
し
ま
せ

(月)

ん
。
そ
の
た
め
、
業
者
に
よ
る
し

尿
の
く
み
取
り
も
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
各
施
設
の
休
館
】

◎
健
康
の
郷
「
季
楽
里
」

　

１
月
１
日　

〜
４
日　

(祝)

(火)

※
直
売
所
は　

月　

日　

午
後
１

12

31

(金)

　

時
ま
で
営
業

※　

月　

日　

も
休
ま
ず
営
業

12

23

(祝)

◎
各
公
民
館
・
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　

月　

日　

〜
１
月
３
日　

12

29

(水)

(月)

◎
わ
た
ら
せ
自
然
館

　
　

月　

日　

〜
１
月
４
日　

12

27

(月)

(火)

◎
総
合
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

月　

日　

〜
１
月
４
日　

12

28

(火)

(火)

　
　

月　

日　

〜
平
成　

年
１
月

12

29

(水)

23

３
日　

ま
で
の
年
末
年
始
、
役
場

(月)

な
ど
の
業
務
が
休
み
に
な
り
ま

す
。
な
お
、
業
務
内
容
や
施
設
な

ど
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
休
み
と
な
る
業
務
・
施
設
な
ど
】

　

役
場
業
務
（
戸
籍
に
関
す
る
届

け
出
を
除
く
）、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

資
源
化
セ
ン
タ
ー
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
、
障
害
者
生
産
活
動

セ
ン
タ
ー
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
、
し
尿
処
理

【
戸
籍
・
住
民
票
】

　

出
生
、
死
亡
、
婚
姻
な
ど
の
戸

籍
に
関
す
る
届
け
出
は
、
年
末
年

始
の
業
務
が
休
み
の
日
で
も
受
け

付
け
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
時
間
外
及
び
休
日
（
年

末
年
始
を
含
む
）
の
住
民
票
、
印

鑑
証
明
に
つ
い
て
は
、
平
日
の
電

話
予
約
が
あ
れ
ば
交
付
で
き
ま

す
。
（
年
末
は　

月　

日　

ま
で

12

28

(火)

に
ご
予
約
く
だ
さ
い
）

【
水
道
工
事
】

　

水
道
工
事
店
休
祝
日
当
番
表
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
税
金
な
ど
の
納
入
】

　

各
金
融
機
関
で
、　

月　

日　

12

30

(木)

ま
で
行
い
ま
す
。

▼
群
馬
銀
行
、
館
林
信
用
金
庫
、

お
知
ら
せ

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間
の
お
知
ら
せ

税
の
控
除
対
象
と
な
る

証
明
書
を
発
行
し
ま
す

年
末
年
始
の
役
場
業
務

(17) 広報いたくら　Ｈ22．12．１

②
ス
ク
リ
ー
ン
（　

イ
ン
チ
）

90

③
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ
イ
ヤ
ー
（
Ｖ
Ｈ
Ｓ
可
）

④
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ア
ン
プ
セ
ッ
ト　

　
　
　
　
　
　
　
　

各
３
セ
ッ
ト

貸
出
対
象

　

防
火
・
防
災
な
ど
の
教
育
及
び

訓
練
を
行
う
組
織
ま
た
は
団
体

申
込
先
・
問
合
せ　

館
林
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

�
　

－

３
１
７
１

72

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ

た
期
間
（
厚
生
年
金
な
ど
の
加
入

期
間
を
含
む
）
と
国
民
年
金
保
険

料
の
納
付
を
免
除
さ
れ
た
期
間
が

　

年
（
３
０
０
月
）
以
上
あ
る
か

25た
は
、　

歳
か
ら
老
齢
基
礎
年
金

65

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
年
金
額
を
少

時　

分
か
ら
午
後
０
時　

分
ま
で

30

30

交
通
止
め
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

館
林
地
区
消
防
組
合
消

防
本
部

�
　

－

３
１
７
１

72

　

民
間
防
火
組
織
な
ど
の
防
火
思

想
の
高
揚
及
び
育
成
強
化
な
ど
を

図
り
、
災
害
に
強
い
人
づ
く
り
・

安
全
な
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
宝
く
じ
の
助
成

金
を
受
け
、
防
火
広
報
用
視
聴
覚

資
器
材
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

防
火
・
防
災
な
ど
の
教
育
及
び

訓
練
時
に
貸
し
出
し
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

購
入
資
器
材　
　

①
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

日
時　

平
成　

年
１
月
８
日　

23

(土)

　
　
　

午
前　

時　

分
開
始

10

30

場
所　

館
林
市
役
所
東
広
場

内
容　

館
林 
鳶 
職
組
合

と
び

 
梯  
子 
乗
り

は
し 
ご

演
技
披
露
、
消
防
署
音
楽
隊
演

奏
、
一
斉
放
水
、
分
列
行
進
（
徒

歩
部
隊
・
車
両
部
隊
）
披
露

※
館
林
市
役
所
南
道
路
が
午
前　
11

し
で
も
多
く
受
給
さ
れ
た
い
か
た

は
、
国
民
年
金
保
険
料
と
あ
わ
せ

付
加
保
険
料
（
月
額
４
０
０
円
）

を
納
付
さ
れ
る
と
老
齢
基
礎
年
金

に
付
加
年
金
が
加
算
さ
れ
支
給
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

付
加
年
金
額
の
計
算
式
は
「
２

０
０
円
×
付
加
保
険
料
を
納
付
し

た
月
数
」
と
な
り
ま
す
。

○
付
加
保
険
料
の
納
付
を
希
望
さ

れ
る
か
た
は
、
役
場
戸
籍
年
金
係

に
申
出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
の
か

た
は
、
付
加
保
険
料
を
納
付
で
き

ま
せ
ん
。

○
納
付
期
限（
対
象
月
の
翌
月
末
）

を
経
過
し
て
の
付
加
保
険
料
は
納

付
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

太
田
年
金
事
務
所
国
民

年
金
課

�
　

－

３
７
１
６

49

　

東
京
電
力
の
社
員
を
装
っ
た
詐

欺
・
窃
盗
事
件
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
東
京
電
力
や
関
係
会
社
の
職

員
は
、
勤
務
証
を
携
帯
し
て
い
ま

す
の
で
、
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

犯
行
手
口
の
一
例

◆
ブ
レ
ー
カ
ー
調
査
な
ど
の
名
目

で
お
客
様
宅
に
上
が
り
込
み
、
お

客
様
の
す
き
を
見
て
金
品
を
盗
む

◆
東
京
電
力
の
名
を
語
り
、
オ
ー

ル
電
化
住
宅
へ
の
リ
フ
ォ
ー
ム
や

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
な
ど
の

契
約
を
締
結
さ
せ
、
多
額
の
請
求

を
す
る

◆
当
社
社
員
を
装
い
、
指
定
口
座

に
現
金
を
振
り
込
む
よ
う
要
求
す

る
（
振
り
込
め
詐
欺
）

問
合
せ　

東
京
電
力
太
田
支
社

�
０
１
２
０－

　

－

５
２
２
２

99

東
京
電
力
の
お
知
ら
せ

詐
欺
・
窃
盗
に
注
意
！

ぜひご登録を！
役場臨時職員募集

　平成23年度役場臨時職員登録者を

募集します。一度登録されますと、

１年間有効です。

募集職種　

○保育士、看護師、ケアマネジャー

（以上有資格者）

○調理員、図書事務員、用務員、登記

事務補助職員、レセプト整理事務職

員、電話交換手、一般事務補助職員、

文化財事務補助職員、公民館業務補

助職員、自然館業務補助職員、海洋

センター業務補助職員

勤務時間　月～金（原則）

午前８時30分～午後５時30分

賃金

○月給　１３７，５００円

　　　　～１４６，５００円

○時給　７５０円～１，０００円

※職種により異なります。

受付期限　平成23年１月13日（木）

提出書類　臨時職員登録申込書

※総務課及び各公民館にあります。

申込先・問合せ

秘書人事係

�内線１１３

電話当 番 店曜日日月

82- 1025㈲鈴木設備土４

12

82- 0027㈲岩崎設備日５

82- 0001㈲しんえい設備土11

82- 0095山岸管工設備日12

82- 0261㈲小倉設備土18

77- 0057宇治川管工日19

82- 1856高田管工設備祝23

77- 0358㈲長谷川設備土25

82- 2982土橋設備日26

82- 2152㈲佐山設備水29

82- 0537㈲根岸工業木30

82- 1025㈲鈴木設備金31

82- 0027㈲岩崎設備祝１

１ 82- 0001㈲しんえい設備日２

82- 0095山岸管工設備月３

○水道料金納入地区　１～14区の一部、30～36区

○水道料金口座振替日　12月24日（金）

新
春
恒
例
消
防
隊

出
初
式
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
付
加
保
険
料

申
し
出
は
大
変
お
得
で
す

ご
活
用
く
だ
さ
い
・
防
火

広
報
用
視
聴
覚
資
器
材

お
知
ら
せ
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《広告》《広告》

　

板
倉
町
国
際
交
流
協
会
で
は
、

異
文
化
理
解
を
通
し
て
、
日
本
文

化
の
再
確
認
・
再
発
見
を
目
指
し

た
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
間
・
日
程　

平
成　

年
１
月
〜　

月　

月
１
回

23

12

（　

回
程
度
開
催
予
定
）　

10第
４
日
曜
日　

午
後
２
時
〜
４
時

内
容　

講
演
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

講
師　

異
文
化
交
流
に 
造  
詣 
の
深

ぞ
う 
け
い

い
板
倉
町
内
外
の
日
本
人
、
外
国
人

場
所　

中
央
公
民
館

参
加
費　

無
料

▼
第
一
回
目
学
習
会
参
加
者
募
集

日
時　

平
成　

年
１
月　

日　

23

30

(日)

午
後
２
時
〜
４
時

テ
ー
マ　
「
異
文
化
理
解
か
ら
始

ま
る
国
際
交
流
」

講
師　
 
宮  
内  
敦  
夫 　

氏
（
板
倉
町

み
や 
う
ち 
あ
つ 
お

国
際
交
流
協
会
会
長
、
東
洋
大
学

教
授
）

場
所　

中
央
公
民
館

申
込
期
限　

１
月　

日　
25

(火)

申
込
先
・
問
合
せ　

板
倉
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
企
画
調
整
係
内
）

�
内
線
１
４
１

�

kokusai@town.itakura.

gunma.jp

　

骨
を
丈
夫
に
す
る
た
め
の
食
事

や
運
動
に
つ
い
て
、
１
コ
ー
ス
２

日
間
で
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

▼
１
日
目

日
時　

平
成　

年
１
月　

日　

23

19

(水)

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

①
「
骨
粗
し
ょ
う
症
を
予
防
す
る

た
め
の
講
話
」　
 
井  
上  
研  
次 
医
師

い
の 
う
え 
け
ん 

じ

（
井
上
整
形
外
科
医
院
長
）

②
「
元
気
の 
骨 
体
操
」
運
動
指
導

こ
つ

士
が
、
元
気
の
コ
ツ
を
教
え
ま
す
。

▼
２
日
目

日
時　

平
成　

年
１
月　

日　

23

26

(水)

午
前　

時
〜
午
後
１
時

10

場
所　

中
央
公
民
館

内
容　

カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り
調

理
実
習
（
管
理
栄
養
士
に
よ
る
乳

製
品
を
使
っ
た
料
理
体
験
）

費
用　

２
０
０
円
（
材
料
代
）

定
員　
　

名
30

申
込
期
限　
　

月　

日　

12

28

(火)

申
込
先
・
問
合
せ

保
健
セ
ン
タ
ー

�
　

－

３
７
５
７

82

【
都
市
建
設
課
】

▼
平
成　

年
度
繰
越
（
地
域
活
性

21

化
臨
時
交
付
金
事
業
）
町
道
２
１

５
４
号
線
道
路
改
良
工
事

工
事
場
所　

大
字
飯
野
地
内

設
計
価
格　

１
１，
９
４
０，
０
０
０
円

予
定
価
格　

１
０，
７
４
０，
０
０
０
円

落
札
金
額　

１
０，
７
０
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　

斎
藤
建
設
工
業�

▼
平
成　

年
度
長
寿
命
化
修
繕
計

22

画
策
定
事
業
橋
梁
定
期
点
検
業
務

委
託

工
事
場
所　

板
倉
町
地
内

設
計
価
格　

５，
２
５
０，
０
０
０
円

予
定
価
格　

４，
６
２
０，
０
０
０
円

落
札
金
額　

４，
６
０
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　

大
日
本
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト�

▼
平
成　

年
度
繰
越
（
地
域
活
性

21

化
臨
時
交
付
金
事
業
）
町
道
２－

　

号
線
道
路
改
良
工
事

17工
事
場
所　

大
字
西
岡
新
田
地
内

設
計
価
格　

１
３，
９
９
０，
０
０
０
円

予
定
価
格　

１
２，
７
５
０，
０
０
０
円

落
札
金
額　

１
２，
５
０
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　

福
地
建
設�

▼
平
成　

年
度
繰
越
（
地
域
活
性

21

化
臨
時
交
付
金
事
業
）
町
道
２
２

１
０
号
線
道
路
改
良
工
事

工
事
場
所　

大
字
大
高
嶋
地
内

設
計
価
格　

８，
５
９
０，
０
０
０
円

予
定
価
格　

７，
８
５
０，
０
０
０
円

落
札
金
額　

７，
７
０
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　
�
坂
田
建
設

▼
平
成　

年
度
繰
越
（
地
域
活
性

21

化
臨
時
交
付
金
事
業
）
町
道
３
３

１
９
号
線
道
路
改
良
工
事

工
事
場
所　

大
字
板
倉
地
内

設
計
価
格　

３，
９
０
０，
０
０
０
円

予
定
価
格　

３，
６
５
０，
０
０
０
円

落
札
金
額　

３，
５
０
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　

三
郷
建
設
工
業�

▼
平
成　

年
度
町
道
１
２
６
３
号

22

線
外
道
路
改
良
工
事

工
事
場
所　

大
字
岩
田
地
内

設
計
価
格　

１
６，
８
４
０，
０
０
０
円

予
定
価
格　

１
５，
２
０
０，
０
０
０
円

落
札
金
額　

１
５，
０
０
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　

福
地
建
設�

▼
平
成　

年
度
町
道
７
１
１
４
号

22

線
道
路
改
良
工
事

工
事
場
所　

大
字
除
川
地
内

設
計
価
格　

１
０，
２
３
０，
０
０
０
円

予
定
価
格　

９，
２
５
０，
０
０
０
円

落
札
金
額　

９，
１
７
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　

尾
崎
建
設�

▼
平
成　

年
度
町
道
４
０
０
１
号

22

線
道
路
改
良
工
事

工
事
場
所　

大
字
海
老
瀬
地
内

設
計
価
格　

５，
２
９
０，
０
０
０
円

予
定
価
格　

４，
９
１
０，
０
０
０
円

落
札
金
額　

４，
７
０
０，
０
０
０
円

落
札
業
者　

斎
藤
建
設
工
業�

※
価
格
は
消
費
税
抜
き
の
表
示

異
文
化
理
解
学
習
会

参
加
者
募
集

入
札
結
果

催
し
・
募
集

ご
参
加
く
だ
さ
い

骨
骨
ミ
ル
ク
セ
ミ
ナ
ー

『広報いたくら』へ有料広告を掲載しませんか？　
広告媒体　広報いたくら（部数5，000部前後，毎月１日発行）
対象企業　公社・公益法人ならびに町内に事業所を有する私
企業・事業者
料金　下１段（横179㎜×縦45㎜）１回当たり１２，０００円
下１段２分の１（横88㎜×縦45㎜）１回当たり６，０００円
申込先・問合せ　情報広報係　�内線１５１

有料広告募集中！

(19) 広報いたくら　Ｈ22．12．１

年累計  294件板倉の事件事故状況
※(  )内は累計（10月16日～11月15日）
３件(   21件)�侵入窃盗
４件(   13件)�車上ねらい
１件(   ５件)�自動販売機ねらい
４件(   22件)�乗物盗難
14件(   53件)�その他の事件
１件(   43件)�人身事故
９件(  137件)�物件事故

注意して みんなで目指す 無事故の町

対
象　

ど
な
た
で
も
大
歓
迎

参
加
費　

無
料

申
込
先
・
問
合
せ

○
東
洋
大
学
板
倉
事
務
部
教
学
課

�
　

－

９
１
３
８

82
○
企
画
調
整
係
（
役
場
内
）

�
内
線
１
４
２

募
集
人
員　
　

名
程
度

60

勤
務
内
容　

受
付
、
パ
ソ
コ
ン
入

力
作
業
及
び
書
類
整
理
な
ど

勤
務
場
所　

館
林
税
務
署
ま
た
は

イ
オ
ン
モ
ー
ル
太
田
（
太
田
市
）

勤
務
期
間　

平
成　

年
１
月
下
旬

23

〜
３
月
中
旬
ま
た
は
下
旬
（
た
だ

※
土
日
、
祝
日
を
除
く

勤
務
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５

時（
昼
休
み
を
除
く
５
時
間　

分
）

30

日
時　
　

月　

日　
　

午
後
４
時

12

20

(月)

　

分
〜
５
時　

分

30

30

場
所　

東
洋
大
学
板
倉
キ
ャ
ン
パ

ス　

食
堂
（
カ
パ
テ
ィ
ー
ナ
）

テ
ー
マ　
「
先
端
技
術
で
見
る
脳

の
健
康
〜
め
ま
い
や
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
を
可
視
化
す
る
〜
」

講
師　
 
神  
鳥  
明  
彦 　

氏
（�
日
立

か
ん 
ど
り 
あ
き 
ひ
こ

製
作
所
基
礎
研
究
所　

主
管
研
究
員
）

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
込
先
・
問
合
せ　

館
林
税
務
署
総
務
課

�
　

－

９
５
０
０

72
日
時　
　

月　

日　
　

午
後
４
時

12

16

(木)

場
所　

館
林
厚
生
病
院　

多
目
的

ホ
ー
ル

テ
ー
マ　
「
脳
卒
中
に
対
す
る
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
」

講
師　
 
赤  
坂  
佳  
紀 　

氏
（
館
林
厚

あ
か 
さ
か 
よ
し 
の
り

生
病
院　

理
学
療
法
士
）

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

直
接
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

館
林
厚
生
病
院
総
務
課

�
　

－

３
１
４
０

72

定　例　相　談

町
県
民
税（
第
４
期
）

国
民
健
康
保
険
税（
第
６
期
）

介
護
保
険
料
普
通
徴
収（
第
６
期
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

普
通
徴
収（
第
６
期
）

納
期
限　
　

月　

日　

12

27

(月)

問
合
せ　

課
税
係
・
収
税
係

�
内
線
２
１
１
〜
２
１
６

　
　
　

２
２
１
・
２
２
２

○診療時間は、午前９時～午後５時
○耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時
○内科系の※印は、小児科のみとなります。
○救急テレホンサービス（�７３－５６９９）：受診可能病院を紹介しています。

耳 鼻 科外 科 系内 科 系期 日

川村耳鼻咽喉科医院 
７２－１３３７

高木整形外科
６２－６６１１

いたくら内科クリニック
７０－４０８０

阿部医院
６２－５４２８

さくらクリニック
７２－３８５５

安楽岡医院
７２－０５７２

12月５日
（日）

－
井上整形外科医院
８２－１１３１

かさはら内科医院
５５－２５３７

おぎわら小児科※
６１－１１３３

たけい小児科※
７６－２５２５

ごが内科楡クリニック
７３－７５８７

12月12日
（日）

今村クリニック
７０－２２２１

ふじの木整形内科クリニック
９１－４０７０

金丸内科医院
８８－３２００

こやなぎ小児科※
８０－２２２０

吉田内科クリニック
７０－７１１７

12月19日
（日）

－
慶友整形外科病院
７２－６０００

群馬アレルギー
８８－５６７８

小西医院
８６－２２６１

横田医院
７２－０２５５

松井内科医院
７５－９８８０

12月23日
（祝）

－
海宝病院

７４－０８１１
須田内科医院
６３－１４１４

小林内科医院
８８－８２７８

堀越医院
７３－４１５１

館林記念病院
７２－３１５５

12月26日
（日）

－
堀井乳腺外科クリニック
５５－２１００

寺内医院
８８－１５１１

益田小児科医院※
６２－５５３５

星野こどもクリニック※
７０－７２００

ゆたか医院
７３－７３０８

12月30日
（木）

－
田沼整形外科医院
８８－９２２３

みづほクリニック
２０－１１２２

館林厚生病院※
７２－３１４０

橋田内科クリニック
７２－０００１

12月31日
（金）

－
後藤クリニック
７０－２２３３

湯沢医院
６２－２２０９

館林厚生病院※
７２－３１４０

館林記念病院
７２－３１５５

１月１日
（祝）

◆緊急　館林厚生病院　７２－３１４０（内科系・外科系）
◆夜間　夜間急病診療所　７３－２３１３　　　　　 

午後７時～10時（日、祝日を除く）　    
内科・小児科（要電話確認）　　　　  

歯 科
館林邑楽歯科保健医療センター

７３－８８１８
午前９時～正午・午後１時～３時

催
し
・
募
集

館
林
税
務
署

臨
時
職
員
募
集

館
林
厚
生
病
院

健
康
講
座
開
催

暮
ら
し
に
役
立
つ
科
学

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
開
催

●人権相談　午前10時～午後３時
　問合せ　戸籍年金係　�内線２３２
●行政相談　午前10時～正午
　問合せ　戸籍年金係　�内線２３２
●法律相談　午後１時～３時
　問合せ　戸籍年金係　�内線２３２
●農地相談　午後１時30分～４時
　問合せ　農業委員会　�内線４１５
●教育相談　午後２時～４時
　問合せ　教育研究所（中央公民館内）
　　　　　　　　　　　�８２－０８３４
●福祉センター相談情報
　◆心配ごと相談　午前９時30分～正午
　◆ボランティア何でも相談（毎週月～金）
　　午前９時～午後５時
　問合せ　福祉センター
●保健センター相談・教室情報
　◆すくすく発達相談（言語聴覚士）
　　午後１時～５時　※要予約
　◆健康相談　午前10時～11時30分
　問合せ　保健センター
●館林保健福祉事務所相談情報
　◆子育てこころの相談
　　午前９時～正午　※要予約
　◆精神保健福祉相談
　　午後１時30分～３時　※要予約
　問合せ　館林保健福祉事務所
　　　　　　　保健係　�７２ー３２３０
●くらしの相談窓口（休館日を除く毎日）
　午前８時30分～午後５時
　問合せ　中央公民館　�８２ー２４３５
　　　　　東部公民館　�８２ー１２４１
　　　　　南部公民館　�８２ー１４２４
　　　　　北部公民館　�８２ー１８５５
●交通事故出張相談
　午前10時～午後４時　※要予約
　問合せ　太田市役所交通政策課
　　　　　交通安全係　�４７－１８２６



( 20)

人　口　　 １６，００４人（－11）
　　男　　　 ７，９５４人（－８）
　　女　　 　８，０５０人（－３）
世帯数　　 　５，２３６戸（＋５）
              （　）内は前月比
　　　　  平成22年11月１日現在

土    Ｓat金    Ｆr i木    Ｔhu水    Ｗed火    Ｔue月    Ｍon日    Ｓun
４３２１ 窓口延長～19: 30【定休日及び休館日のお知らせ】

 ○各公民館：月曜日及び祝日
 ○健康の郷「季楽里」：木曜日(23日・30日・31日は営業)
 ○海洋センター：月曜日及び祝日
 ○わたらせ自然館：月・火曜日及び祝日
 ○総合老人福祉センター：土・日曜日及び祝日
　※年末年始は16ページを参照ください。 
　※詳しくは各施設までお問い合わせください。
  ◎定例相談の時間など、詳しくは「くらしの情報」 でご確認ください。
　 ※(　)内は開催場所になります。

●教育相談(中公)
●すくすく発達相談　
　　　　　　　　（保）

●教育相談(中公)
●精神保健福祉相談
　　　　　　　（館保）
◆県民交通安全日
◆冬の県民交通安全
　運動～10日

1110９８ 窓口延長～19: 30７６５
●健康相談(保）
◆乳児健診(保)
◆ＢＣＧ接種(保)

●教育相談(中公)
◆ママパパセミナー①

(保)

●教育相談(中公)
●ふれあい相談会（館保）
●季楽里なんでも学習会
　(中公)　※19: 00

●人権相談(中公)
●行政相談(中公)
●法律相談(中公)
●教育相談(中公)
●健康相談(福)
◆１歳６か月児健診
　　　　　　　　(保)

●農地相談(町)
◆コアラ学級(保)

◆第16回板倉町バス  
　ケットボール交流
　大会
　（板倉高校体育館）
　※8: 30

18171615 窓口延長～19: 30141312
●教育相談(中公)●教育相談(中公)

●交通事故出張相談
◆県民防犯の日●子育てこころの相談

　　　　　　　（館保）
◆自転車マナーアップ
　デー

●教育相談(中公)
●心配ごと相談(福)
◆骨密度検診(保）

◆骨密度検診(保）

252423  天皇誕生日22 窓口延長～19: 30212019
◆高齢者交通安全日●健康相談(保）

◆水道料金口座振替日
　(1～14区の一部、
　　　　　30～36区）
◆小中学校
            ２学期終業式

●精神保健福祉相談
　　　　　　　（館保）
◆離乳食教室(保)

●教育相談(中公)
◆ママパパセミナー②

(保)

313029282726
●心配ごと相談(福)◆歳末大売り出し(季)

生ごみ・
可燃ごみ収集日

かん・びん・
危険物収集日

受入日 
布団・家具類
などの受入日

粗大ごみ
有料収集の日程

受入日 

受入日 

今月の表紙

東洋大学から見た風景

　10月18日(月)、西小学校で「第３回板倉町立西
小学校少年消防クラブ大会」が行われました。
小学生たちが消火訓練をやっている間、保育園
児たちは防火はっぴを身にまとい、一生懸命訓
練を見つめていました。


